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６月９日、体育朝会にて運動会の色決めをしました。各ク

ラスの代表の子がくじを引き、今年の白組と緑組が決まり

ました。 

扇小学校は開校以来、運動会の色は白と緑「白緑（はくり

ょく）」を伝統としてきました。毎年この二色で、ドラマを

生んできています。過去の運動会を卒業アルバムから振り

返ってみることにします。（６年生の種目が分かります） 

平成２６年（４０周年）の運動会の様子を卒業アルバムから見ると、「組体操」

「８の字回線とび」「全員リレー」「吹奏楽部による演奏」があったことが分かりま

す。その写真が残っています。 

平成１６年（３０周年）の運動会には、騎馬戦をしている写真が残っています。

鼓笛隊を先頭にした入場行進もあったようです。 

平成 ６年（２０周年）の運動会では、六年生が「棒倒し」をしている写真があ

ります。応援団の子は、それぞれの色の衣装を着ています。 

昭和６０年（１０周年）の運動会では、全校での秩父音頭、男子 1000ｍ走・女子

800ｍ走の写真があります。 

開校一年目の運動会では、綱引きを男女別に行っていたようです。 

このように時代とともに運動会の種目にも変化がありますが、扇っ子がその時

その時に、全力で取り組んできたことを、卒業アルバムの写真が教えてくれていま

す。このような歴史の上に立って、今があります。今年の運動会が行われます。 

 

今年の運動会も、各学年の競技と

集団演技、徒競走、応援合戦を予定し

ています。 

５２年目の運動会は１０月１７日。 

どんなドラマを生み出してくれるか、 

白組が勝つのか、緑組が勝つのか。 

「はくりょく」満点の姿を期待して

いただけると、ありがたいです。 
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第３２回わんぱく相撲入間大会が６月１４日（日）、入

間市民体育館で行われました。扇っ子も３０人近くが参

加し、見事に総合 準優勝の成績を残しました。 

※当日は３位の発表でしたが、誤りがあり準優勝となりました。 

市内の小学生、ボランティアの中学生が一堂に会し、体

をぶつけあって勝負に挑む。勝っても負けても仲間意識

を高めるこの大会の意義はとても大きいと、毎年参加して感じることができます。 

わんぱく相撲の心得は、「礼に始まり、礼に終わる」で

す。礼儀をとても大切にしています。 

一 元気よくあいさつしよう！ 

一 人の話は静かに聞こう！ 

一 最後まであきらめない！ 

一 友だちを応援しよう！ 

 当日配布された対戦表には、入間わんぱく相撲推進会

議の方のメッセージが、次のように記されていました。 

   未来を担う子どもたちだから・・・ 

   礼を尊び、はだかでぶつかりあう 

   国技「相撲」を通して 

   優しく、強く、たくましく 

   心身ともに大きくなってほしい 

 参加した扇っ子は、心身ともに成長できたと信じています。お子さんの応援や審

判等の役員になって下さった保護者の方々にも、感謝を申し上げます。 

 

 

  

先月の学校公開日における教育講演会でもお伝えしましたが、現代の子供たちの

身の回りは物で溢れており、自分の物一つ一つを大切にできていない子が増えている

のを感じます。 

右の写真は、学校での子供たちの落とし物として 

集まってきた落とし物コーナーの様子です。筆記用具 

だけではなく、洋服等も多々集まってきます。物が無く 

なっても困らないのか、探しに来る子は少ないです。 

 お家の人に買ってもらった「物」を大切にする気持ち 

を育んでいけるよう、学校でも声掛けをしていきます。 

 お子様の持ち物をご確認いただき、まずは記名の徹底を改めてお願いいたします。 


